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SH7734 グループのコントローラエリアネットワークのマニュアルに変更がございますので連絡いたします。 

 

【変更内容】 

コントローラエリアネットワークのタイムトリガモードの記載を削除し、関連するレジスタを予約レジスタに変更します。た

だし、CAN2.0B Active と ISO-11898-1 をサポートする機能につきましては、これまで通り問題なく使用できます。 

 

【変更理由】 

SH7734に搭載のコントローラエリアネットワークモジュールでは、ISO-11898-4の仕様のタイムトリガモード通信を実現

できません。コントローラエリアネットワークのタイムトリガモードの記載を削除し、関連するレジスタを予約レジスタに変更

します。 

 

予約レジスタとなるレジスタを表１、表２に示します。また、各レジスタの訂正箇所を記載します。 
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○ 訂正箇所概要 

 今回の変更により予約レジスタとなる、メールボックス以外のレジスタを表 1 に、メールボックスのレジスタを表 2 に記載し

ます。 

 

表１．予約レジスタとなるレジスタ（メールボックス以外） 

レジスタ名 ビット ビット名 初期値 

割り込みリクエストレジスタ（IRR） 10 IRR10 0 

割り込みマスクレジスタ（IMR） 10 IMR10 1 

タイムトリガコントロールレジスタ 0（TTCR0） 14 TCR14 0 

10～8 CMAX[2:0] 111 
サイクルマキシマム／Tx_Enable_Window レジスタ（CMAX_TEW）

3～0 TEW[3:0] 0000 

リファレンストリガオフセットレジスタ（RFTROFF） 15～8 RFTROFF[7:0] すべて 0

タイマステータスレジスタ（TSR） 4 TSR4 0 

サイクルカウンタレジスタ（CCR） 5～0 CCR[5:0] すべて 0

リファレンスマークレジスタ（RFMK） 15～0 RFMK[15:0] H'0000 

送信トリガタイムセレクトレジスタ（TTTSEL） 14～8 TTTSEL[14:8] B'1000000

 

表２．予約レジスタとなるレジスタ（メールボックス） 

メールボックス レジスタ名 ビット ビット名 初期値 

メールボックス２４～２９ 送信トリガタイム（TTT） 15～0 TTT[15:0] H'0000 

15～14 TTW[1:0] 00 

13～8 Offset[5:0] 0000 
メールボックス２４～２９、および 

メールボックス３０～３１ 

タイムトリガコントロール（TT

コントロール） 
2～0 rep_factor[2:0] 000 

 

 

○ 訂正箇所詳細 

 レジスタビットと機能説明及び、ブロック図・レジスタ一覧について今回の変更により訂正・削除となる箇所を以下に記載し

ます。下記において、訂正後の網掛け部分が訂正箇所となります。 

 

 

1.p22-1 「22. コントローラエリアネットワーク (RCAN-TL1)」説明文第 1 段落記述訂正 

<訂正前> 

ルネサスコントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1：Renesas CAN Time Triggered CAN Level 1、以下、RCAN と略し

ます） 

 

<訂正後> 

ルネサスコントローラエリアネットワーク（RCAN-TL1：  以下、RCAN と略します） 

 

2.p22-1 「22. コントローラエリアネットワーク (RCAN-TL1)」[参考文献] 5 の記述削除 

<訂正前> 

5.  Road vehicles - Controller area network (CAN): Part 4: Time triggered communication (ISO- CD-11898-4, 2004) 

 

<訂正後> 
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3.p22-2 「22.1 特長」の記述訂正 

<訂正前> 

• 16ビットのフリーランニングタイマ（多様なクロックソース、プリスケーラ、3個のタイマコンペアマッチレジスタ） 

• タイムトリガ送信用の6ビットサイクルカウンタ（Basic Cycle） 

• タイマのコンペアマッチレジスタによる割り込み 

• タイマカウンタのクリアおよび設定が可能 

• タイムトリガ用レジスタ：Local_Time、Cycle_time、Ref_Mark、Tx_Enable_Window、Ref_Trigger_Offset 

• SOFでのフレキシブルなタイムスタンプ機能を送信、受信ともにサポート 

• イベントトリガ送信に加え、タイムトリガ送信および定周期送信もサポート  

• サイクルカウンタ（Basic Cycle）をCANフレームに組み込んで送信可能 

• 外部クロック同期モードをサポート（入力可能な外部クロックの周波数：16MHz～50MHz） 

 

<訂正後> 

• 16ビットのフリーランニングタイマ（多様なクロックソース、プリスケーラ、3個のタイマコンペアマッチレジスタ） 

      

• タイマのコンペアマッチレジスタによる割り込み 

• タイマカウンタのクリアおよび設定が可能 

      

• SOFでのフレキシブルなタイムスタンプ機能を送信、受信ともにサポート 

• イベントトリガ送信に加え、     定周期送信もサポート 

      

• 外部クロック同期モードをサポート（入力可能な外部クロックの周波数：16MHz～50MHz） 
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4.p22-3 「図 22.1 RCAN のブロック図」の「CMAX_TEW」,「RFTROFF」,「CCR」,「RFMK」,「TTTSEL」削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 
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5.p22-5 「22.1.1 各ブロックの機能」の「(b) [レジスタ]」,「(3) メールボックスコントロール」の記述訂正 

<訂正前> 

(b) ［レジスタ］ 

• CANメッセージコントロール（DLCなど） 

• メッセージ送信/受信用タイムスタンプ 

• 3ビットのメールボックスコンフィギュレーション、自動再送信無効ビット、リモートリクエスト用自動送信ビット、ニューメッセージコ

ントロールビット 

• 送信トリガタイム 

 

(3)  メールボックスコントロール 

メールボックスコントロールは以下のような機能を持ちます。 

• メッセージ受信時は、IDを比較しCANインタフェースからのメッセージをメールボックスに格納するためのRAMアドレスとデータを生成

し、対応するレジスタをセット／クリアします。 

• イベントトリガメッセージ送信時は、内部アービトレーションを動作させて正しい優先順位のメッセージを選択し、メールボックスから

CANインタフェースの送信バッファにメッセージをロードします。その後、対応するレジスタをセット／クリアします。タイムトリガ送

信の場合は、送信トリガタイムのコンペアマッチでメッセージをロードします。 

• CPUとメールボックスコントロール間のメールボックスアクセスのアービトレーションを行います。 

レジスタは、TXPR、TXCR、TXACK、ABACK、RXPR、RFPR、MBIMR、および UMSR があります。 

 

<訂正後> 

(b) ［レジスタ］ 

• CANメッセージコントロール（DLCなど） 

• メッセージ送信/受信用タイムスタンプ 

• 3ビットのメールボックスコンフィギュレーション、自動再送信無効ビット、リモートリクエスト用自動送信ビット、ニューメッセージコ

ントロールビット 

      
 

(3)  メールボックスコントロール 

メールボックスコントロールは以下のような機能を持ちます。 

• メッセージ受信時は、IDを比較しCANインタフェースからのメッセージをメールボックスに格納するためのRAMアドレスとデータを生成

し、対応するレジスタをセット／クリアします。 

• イベントトリガメッセージ送信時は、内部アービトレーションを動作させて正しい優先順位のメッセージを選択し、メールボックスから
CANインタフェースの送信バッファにメッセージをロードします。その後、対応するレジスタをセット／クリアします。      

• CPUとメールボックスコントロール間のメールボックスアクセスのアービトレーションを行います。 

• レジスタは、TXPR、TXCR、TXACK、ABACK、RXPR、RFPR、MBIMR、およびUMSRがあります。 
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6.p22-6 「22.1.1 各ブロックの機能」の「(4) タイマ」の記述訂正 

<訂正前> 

(4) タイマ 

本タイマは、特定の時間枠でメッセージを送信し、結果を記録するための機能ブロックです。16 ビットのフリーランニング

アップカウンタで、CPUで制御することができます。ローカルタイムと比較する16ビットのコンペアマッチレジスタが1個と、

サイクルタイムと比較するコンペアマッチレジスタが 2 個あります。これらのコンペアマッチレジスタは、割り込み信号を発生

し、カウンタをクリアすることができます。本タイマのクロックは、システムクロックから生成する多数のクロック周期から選

択することができますが、CAN バスの 1 ビットタイミングでカウントするようにプログラムすることも可能です。本タイマの

レジスタには、TCNTR、TTCR0、CMAX_TEW、RETROFF、TSR、CCR、CYCTR、RFMK、TCMR0、TCMR1、TCMR2、

および TTTSEL があります。 

 

<訂正後> 

(4) タイマ 

本タイマは、特定の時間枠でメッセージを送信し、結果を記録するための機能ブロックです。16 ビットのフリーランニング

アップカウンタで、CPUで制御することができます。ローカルタイムと比較する16ビットのコンペアマッチレジスタが1個と、

サイクルタイムと比較するコンペアマッチレジスタが 2 個あります。これらのコンペアマッチレジスタは、割り込み信号を発生

し、カウンタをクリアすることができます。本タイマのクロックは、システムクロックから生成する多数のクロック周期から選

択することができますが、CAN バスの 1 ビットタイミングでカウントするようにプログラムすることも可能です。本タイマの

レジスタには、TCNTR、TTCR0、        TSR、        CYCTR、       TCMR0、TCMR1、お

よび TCMR2     があります。 
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7. p22-8 「表 22.2 レジスタ一覧」の「CMAX_TEW」,「RFTROFF」,「CCR」,「RFMK」,「TTTSEL」削除 

<訂正前> 

レジスタ名 略称 機能 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 タイマ設定 

サイクルマキシマム/Tx_イネーブル_Windowレジスタ CMAX_TEW Basic Cycleの数およびTx-イネーブルウィンドウ

幅 

リファレンストリガオフセットレジスタ RFTROFF リファレンストリガオフセット 

タイマステータスレジスタ TSR タイマ用ステータスフラグ 

サイクルカウンタレジスタ CCR タイムトリガ送信カレントサイクル 

カウンタ値 

タイマカウンタレジスタ TCNTR カレントタイム値 

サイクルタイムレジスタ CYCTR CYCTR=TCNTR-RFMK 

リファレンスマークレジスタ RFMK リファレンスマーク 

タイマ 

レジスタ 

タイマコンペアマッチレジスタ TCMRi（i＝0～2） タイマコンペア値 

 送信トリガタイムセレクトレジスタ TTTSEL 送信トリガメールボックス待ち 

 

<訂正後> 

レジスタ名 略称 機能 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 タイマ設定 

                  

                  

タイマステータスレジスタ TSR タイマ用ステータスフラグ 

                  

タイマカウンタレジスタ TCNTR カレントタイム値 

サイクルタイムレジスタ CYCTR CYCTR=TCNTR      

                  

タイマ 

レジスタ 

タイマコンペアマッチレジスタ TCMRi（i＝0～2） タイマコンペア値 
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8.p22-9 「表 22.3 レジスタ構成」の「CMAX_TEW」,「RFTROFF」,「CCR」,「RFMK」,「TTTSEL」削除 

<訂正前> 

名  称 略称 R/W ベースアドレスからのオフセ

ットアドレス 

アクセス 

サイズ 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 R/W H'080 16 

サイクルマキシマム／Tx_Enable_Windowレジスタ CMAX_TEW R/W H'084 16 

リファレンストリガオフセットレジスタ RFTROFF R/W H'086 16 

タイマステータスレジスタ TSR R H'088 16 

サイクルカウンタレジスタ CCR R/W H'08A 16 

タイマカウンタレジスタ TCNTR R/W* H'08C 16 

サイクルタイムレジスタ CYCTR R H'090 16 

リファレンスマークレジスタ RFMK R H'094 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 0 TCMR0 R/W H'098 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 1 TCMR1 R/W H'09C 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 2 TCMR2 R/W H'0A0 16 

送信トリガタイムセレクトレジスタ TTTSEL R/W H'0A4 16 

 

<訂正後> 

名  称 略称 R/W ベースアドレスからのオフセ

ットアドレス 

アクセス 

サイズ 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 R/W H'080 16 

                         

                         

タイマステータスレジスタ TSR R H'088 16 

                         

タイマカウンタレジスタ TCNTR R/W* H'08C 16 

サイクルタイムレジスタ CYCTR R H'090 16 

                         

タイマコンペアマッチレジスタ 0 TCMR0 R/W H'098 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 1 TCMR1 R/W H'09C 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 2 TCMR2 R/W H'0A0 16 
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9.p22-10 「表 22.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 （チャネル 0、1 共通）」の「CMAX_TEW」,「RFTROFF」,「CCR」,

「RFMK」,「TTTSEL」削除 

<訂正前> 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TTCR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

CMAX_TEW 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RFTROFF 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

CCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCNTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

CYCTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

RFMK 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TTTSEL 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

 

 

<訂正後> 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

TTCR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

                                      

                                      

TSR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

                                      

TCNTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

CYCTR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

                                      

TCMR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 

TCMR2 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 
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10.p22-11 「図 22.3 RCAN のメモリマップ (1)」の「H’084 サイクルマキシマム/Tx_Enable_Window レジスタ(CMAX_TEW)」,

「H’086 リファレンストリガオフセットレジスタ(RFTROFF)」,「H’08A サイクルカウンタレジスタ(CCR)」,「H’094 リファ

レンスマークレジスタ(RFMK)」,「H’0A4 送信トリガセレクトレジスタ(TTTSEL)」削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 
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11.p22-12 「図 22.3 RCAN のメモリマップ (2)」の「H’414 送信トリガタイムフィールド」,「H’416 タイムトリガ(TT)コント

ロールフィールド」,「H’4D2 タイムスタンプフィールド」,「H’4D4 送信トリガタイムフィールド」,「H’4F0 メッセージコン

トロールフィールド 1」,「H’4F2 タイムスタンプフィールド」削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 
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12.p22-13 「22.4.1 メールボックスの構成」説明文訂正 

<訂正前> 

メールボックスは CAN フレームを送受信するためのメッセージバッファとして動作します。各メールボックスは、メッセージ

コントロール、ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）、メッセージデータの 3 個の格納フィールドからなります。

さらに、タイムスタンプ、送信トリガタイムコンフィギュレーション、およびタイムトリガコントロールのフィールドを持つメ

ールボックスもあります。 

表 22.5 に各メールボックスに対するメッセージコントロール 0 および 1、LAFM、メッセージデータ、タイムスタンプ、送信ト

リガタイム（Tx_Trigger_Time、以降 TTT と略します）、タイムトリガ（Time_Trigger、以降 TT と略します）コントロールの

アドレスマップを示します。 

 

<訂正後> 

メールボックスは CAN フレームを送受信するためのメッセージバッファとして動作します。各メールボックスは、メッセージ

コントロール、ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）、メッセージデータの 3 個の格納フィールドからなります。

さらに、タイムスタンプ     のフィールドを持つメールボックスもあります。 

表 22.5 に各メールボックスに対するメッセージコントロール 0 および 1、LAFM、メッセージデータ、タイムスタンプ 

     のアドレスマップを示します。 

 

13.p22-13,p22-14 「表 22.5 各メールボックスのアドレスマップ (1 チャネルあたり)」の「送信トリガタイム(TTT)」,「TT コ

ントロール」列の削除 

<訂正前> 

アドレス 

RAM レジスタ 

メッセージ 

コントロール 0 

LAFM メッセージ 

データ 

メッセージ 

コントロール 1 

タイム 

スタンプ 

送信トリガタイ

ム（TTT） 

TT 

コントロール 

メール 

ボックス（MB） 

4バイト 4バイト 8バイト 2バイト 2バイト 2バイト 2バイト 

MB 0 

（受信のみ） 

100－103 104－107 108－10F 110－111 112－113 − − 

… … … … … … … … 

MB 31 4E0－4E3 4E4－4E7 4E8－4EF 4F0－4F1 4F2－4F3 

（ローカル 

タイム） 

− − 

 

<訂正後> 

アドレス 

RAM レジスタ 

メッセージ 

コントロール 0 

LAFM メッセージ 

データ 

メッセージ 

コントロール 1 

タイム 

スタンプ 

          

メール 

ボックス（MB） 

4バイト 4バイト 8バイト 2バイト 2バイト           

MB 0 

（受信のみ） 

100－103 104－107 108－10F 110－111 112－113           

… … … … … …           

MB 31 4E0－4E3 4E4－4E7 4E8－4EF 4F0－4F1 4F2－4F3 

（ローカル 

タイム） 
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14.p22-15 「表 22.6 メールボックスの役割」の「タイムトリガ(TT)」,「送信トリガタイム(TTT)フィールド」列の削除及び注

意書きの削除 

<訂正前> 

 イベントトリガ タイムトリガ（TT） 備考 

メール 

ボックス

（MB） 

送信（Tx） 受信（Rx） 送信（Tx） 受信（Rx） タイム 

スタンプ 

フィールド

送信トリガタ

イム（TTT） 

フィールド 

MB0 − 設定可 − OK 有 − 

… … … … … … … 

MB31 設定可 設定可 − タイムリファレンス

受信 

有 − 

【注】 * ET：タイムトリガ（TT）モード時のマージドアービトレーティングウィンドウ内で送信動作可能です。 

 

<訂正後> 

 イベントトリガ       備考 

メール 

ボックス

（MB） 

送信（Tx） 受信（Rx）            タイム 

スタンプ 

フィールド

     

MB0 − 設定可            有      

… … …            …      

MB31 設定可 設定可            有      
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15.p22-15 「図 22.4 メールボックス 0～15 (MB0～MB15) の構成」中の「アドレス”H’112+N×32” CCR[5:0]/CYCR[15:6]」

の削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 
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16.p22-16 「図 22.5 メールボックス 16～29 (MB16～MB29) の構成」中の「MB29-24 アドレス”H’114+N×32”,H’116+N×

32”」,”MB29～24 (タイムとリガモード時タイムトリガ送信)”の削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 
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17.p22-17 「図 22.6 メールボックス 30、31 (MB30、MB31) の構成」中の「MB30 アドレス”H’112+N×32”,”H’114+N×32”」、

「MB31 アドレス”H’110+N×32”,”H’112+N×32”」,”MB30 (タイムトリガモード時タイムリファレンス送信)”,”MB31 (タイム

トリガモード時タイムリファレンス受信)”の削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 

 

 



RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-SH7-A836A/J 発行日：2012 年 3 月 6 日  
 

Page 23 of 46 

18. p22-19 「22.4.2 メッセージコントロールフィールド/(2)メッセージコントロール 1/メールボックス 0 メッセージコントロ

ール 1（MB0.CONTROL1）」「NMC」の説明記述訂正 

 

<訂正前> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 NMC 0 R/W ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス

は新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保持し UMSRの対応するビットをセットします。

このビットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス

は新しいメッセージをオーバライトし、UMSRの対応するビットをセットします。 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはその逆の場合には、RXPR

および RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一メールボックスにセットされる可能性がありま

す。この場合、メールボックスコントロールフィールド内にある RTRビットも上書きされます。

【重要】タイムトリガモード使用時には、メールボックス 31の NMCを必ず 1にセットし、RXPR[31]が

クリアされなくてもすべてのリファレンスメッセージを受信できるようにしてください。 

0：オーバランモード 

1：オーバライトモード 

 

<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 NMC 0 R/W ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス

は新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保持し UMSRの対応するビットをセットします。

このビットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス

は新しいメッセージをオーバライトし、UMSRの対応するビットをセットします。 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはその逆の場合には、RXPR

および RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一メールボックスにセットされる可能性がありま

す。この場合、メールボックスコントロールフィールド内にある RTRビットも上書きされます。

              

0：オーバランモード 

1：オーバライトモード 

 

19.p22-20 「22.4.2 メッセージコントロールフィールド/(2)メッセージコントロール 1/メールボックス 1～31 メッセージコント

ロール 1（MB1.CONTROL1～MB31.CONTROL1）」「NMC」の説明記述訂正 

<訂正前> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 NMC 0 R/W ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス
は新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保持し UMSRの対応するビットをセットします。

このビットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス
は新しいメッセージをオーバライトし、UMSRの対応するビットをセットします。 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはその逆の場合には、RXPR
および RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一メールボックスにセットされる可能性がありま
す。この場合、メールボックスコントロールフィールド内にある RTRビットも上書きされます。

【重要】タイムトリガモード使用時には、メールボックス 31の NMCを必ず 1にセットし、RXPR[31]が
クリアされなくてもすべてのリファレンスメッセージを受信できるようにしてください。 

0：オーバランモード  

1：オーバライトモード 
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<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 NMC 0 R/W ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス
は新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保持し UMSRの対応するビットをセットします。

このビットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットされているメールボックス
は新しいメッセージをオーバライトし、UMSRの対応するビットをセットします。 

【重要】もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられたり、あるいはその逆の場合には、RXPR
および RFPRフラグは（USMRと一緒に）同一メールボックスにセットされる可能性がありま
す。この場合、メールボックスコントロールフィールド内にある RTRビットも上書きされます。

               
0：オーバランモード 

1：オーバライトモード 

 

20.p22-23 「表 22.7 メールボックスの機能の設定」の(MBC2,MBC1,MBC0)=(0,0,0)行の説明列の記述訂正 

<訂正前> 

MBC2 MBC1 MBC0 データ 

フレーム送信 

リモート 

フレーム送信

データ 

フレーム受信

リモート 

フレーム受信

説明 

0 0 0 可 可 不可 不可 • メールボックス 0は

使用不可能 

• タイムトリガ送信は
使用可能 

 

<訂正後> 

MBC2 MBC1 MBC0 データ 

フレーム送信 

リモート 

フレーム送信

データ 

フレーム受信

リモート 

フレーム受信

説明 

0 0 0 可 可 不可 不可 • メールボックス 0は

使用不可能 

       
 

21.p22-25 「22.4.4 メッセージデータフィールド」の記述訂正 

<訂正前> 

送受信される CAN メッセージを格納します。MSG_DATA_0 は送受信が行われる最初のデータバイトに対応します。CAN バ

ス上のビットの並び順はビット 7 からビット 0 です。 
 

（1） タイムトリガ送信時の注意事項 

メールボックス 30 は、CMAX[2:0]≠B'111、MBC[2:0]=B'000 で TXPR1.TXPR[14]= B'1 に設定すると、タイムリファレンス送

信用に設定できます。この際、必ず DLC[3:0]には 0 より大きい値を設定し、RTR ビットは 0 に設定してください（TTCAN Level 

1 にて規定）。メールボックス 30 の送信開始時に、データフィールドの先頭バイトの MSG_DATA_0[5:0]にサイクルカウンタ値

（CCR）が埋め込まれてメッセージを送信します。 

MSG_DATA_0[7:6]は、メールボックスに格納された値が送信されます。 

Next_is_Gap を送信する必要がある場合は、ユーザは MSG_DATA_0[7]を 1 に設定することで送信できます。 

このとき、CCR の値は送信されるフレームに入りますが、メールボックス 30 のメッセージデータフィールドには格納されませ

んので注意してください。 
 
メールボックス 31 は、CMAX≠B'111、MBC[2:0]=B'011 で設定するとタイムリファレンス受信用に設定されます。有効なリフ

ァレンスメッセージを受信すると（ID 一致、DLC[3:0]>0）、RCAN は RFMK およびサイクルカウンタ（CCR）を書き換える

ことにより、Cycle_Time と Basic_Cycle を同期化します。 
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8/16/32ビット

8/16ビット

8/16/32ビット

8/16ビット

H'108+N×32 

H'10A+N×32

H'10C+N×32

H'10E+N×32

データ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Next_is_Gap/Cycle_Counter（最初のRx/Txバイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MB30、31

【記号説明】N：31、30（メールボックス番号）  

図 22.8 メッセージデータフィールド 

 

<訂正後> 

送受信される CAN メッセージを格納します。MSG_DATA_0 は送受信が行われる最初のデータバイトに対応します。CAN バ

ス上のビットの並び順はビット 7 からビット 0 です。 
      
 
22.p22-26 「22.4.5 タイムスタンプ」「(2) メッセージ受信」の記述訂正 

<訂正前> 

メールボックス 0～15 の受信メッセージのタイムスタンプには、タイムトリガコントロールレジスタ 0（TTCR0）のビット 14

の設定により、CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジスタ）の値または CCR[5:0]（サイクルカウンタ）+ CYCTR[15:6]（サイク

ルタイムレジスタ）の値が受信メッセージの SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

メールボックス 30、31 の受信メッセージのタイムスタンプには、タイマカウンタレジスタ（TCNTR）の値が受信メッセージ

の SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

 

<訂正後> 

メールボックス 0～15 の受信メッセージのタイムスタンプには、     CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジスタ）の 

値     が受信メッセージの SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

メールボックス 30、31 の受信メッセージのタイムスタンプには、タイマカウンタレジスタ（TCNTR）の値が受信メッセージ

の SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

 

23.p22-26 「22.4.5 タイムスタンプ」「(3) メッセージ送信」の記述訂正 

<訂正前> 

メールボックス 1～15 の送信メッセージのタイムスタンプには、タイムトリガコントロールレジスタ 0（TTCR0）のビット 14

の設定により、CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジスタ）の値または CCR[5:0]（サイクルカウンタ）+ CYCTR[15:6]（サイク

ルタイムレジスタ）の値が送信メッセージの SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

メールボックス 30、31 の送信メッセージのタイムスタンプには、タイマカウンタレジスタ（TCNTR）の値が送信メッセージ

の SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

 

<訂正後> 

メールボックス 1～15 の送信メッセージのタイムスタンプには、     CYCTR[15:0]（サイクルタイムレジスタ）の 

値     が送信メッセージの SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 

メールボックス 30、31 の送信メッセージのタイムスタンプには、タイマカウンタレジスタ（TCNTR）の値が送信メッセージ

の SOF でキャプチャされ、タイムスタンプに格納されます。 
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24.p22-27 「22.4.6 送信トリガタイム (TTT) とタイムトリガコントロール」の削除 

<訂正前> 

22.4.6 送信トリガタイム (TTT) とタイムトリガコントロール 

メールボックス 24～29 では、タイムトリガモード（CMAX≠B'111）で MBC を B'000 に設定すると、送信トリガタイムはタ

イムウィンドウ間の境界を決定するための Time_Mark として機能します。 

(中略)… 

送信トリガタイムは昇順に設定してください。送信トリガタイム間の差は、TTT（メールボックス i）－TTT（メールボックス

i－1）＞TEW＋最大フレーム長＋9 を満たすように設定してください。 
 
 

<訂正後> 

22.4.6 の全文、表・図を削除 

 

25. p22-34 「22.5.1 マスタコントロールレジスタ (MCR)」「MCR2」の説明に対する記述訂正 

<訂正前> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MCR2 0 R/W メッセージ送信プライオリティ 

本ビットはペンディング中の送信データの送信順序を選択します。本ビット

を 1にセットした場合、送信データは送信待ちレジスタ（TXPR）のビット順

で送信されます。 

送信はメールボックス 31を最優先で開始し、メールボックス 1まで続けます

（メールボックスが送信用に設定されている場合）。 

本機能は、メールボックス 24～30のタイムトリガ送信には使用できませんの

で注意してください。もし本ビットがクリアされると、すべての送信メッセ

ージは（内部アービトレーションを走らせることにより）ID優先順位どおり

送信されます。最優先のメッセージは最小の数字のアービトレーションフィ

ールド（STDID + IDEビット+ EXTID（IDE＝1の場合）+ RTRビット）を持

ち、最初に送信されます。 

内部アービトレーションは RTRビットと IDEビットを含みます（内部アービ

トレーションは、2つの CANノード間の CANバス上にあるアービトレーシ

ョンが同時に遷移を開始するのと同じ方法で動作します）。 

本ビットはリセットあるいはホルトモードでのみ変更可能です。 

0：メッセージ ID優先順に送信 

1：メールボックス番号順（メールボックス 31→メールボックス 1）に送信 

 



RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-SH7-A836A/J 発行日：2012 年 3 月 6 日  
 

Page 27 of 46 

<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MCR2 0 R/W メッセージ送信プライオリティ 

本ビットはペンディング中の送信データの送信順序を選択します。本ビット

を 1にセットした場合、送信データは送信待ちレジスタ（TXPR）のビット順

で送信されます。 

送信はメールボックス 31を最優先で開始し、メールボックス 1まで続けます

（メールボックスが送信用に設定されている場合）。 

     もし本ビットがクリアされると、すべての送信メッセージは（内

部アービトレーションを走らせることにより）ID優先順位どおり送信されま

す。最優先のメッセージは最小の数字のアービトレーションフィールド

（STDID + IDEビット+ EXTID（IDE＝1の場合）+ RTRビット）を持ち、最

初に送信されます。 

内部アービトレーションは RTRビットと IDEビットを含みます（内部アービ

トレーションは、2つの CANノード間の CANバス上にあるアービトレーシ

ョンが同時に遷移を開始するのと同じ方法で動作します）。 

本ビットはリセットあるいはホルトモードでのみ変更可能です。 

0：メッセージ ID優先順に送信 

1：メールボックス番号順（メールボックス 31→メールボックス 1）に送信 

 

 

26. p22-43,p22-44,p22-45,p22-46 「22.5.4 割り込みリクエストレジスタ (IRR)」の「IRR13」,「IRR10」,「IRR8」及びビッ

ト配置図の記述訂正 

<訂正前(ビット配置図)> 

 
<訂正後(ビット配置図)> 
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<訂正前> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 IRR13 0 R/W タイマオーバラン割り込み／Next_is_Gap受信割り込み／メッセージエラー割り込み 

本割り込みは RCANのモードにより異なった意味を持ち、以下の状態を示します。 

• イベントトリガモード（テストモードを含む）で動作中、タイマ（TCNTR）オーバランが発生。

• タイムトリガモード（テストモードを含む）で動作中、Next_is_Gapがセットされたタイムリフ

ァレンスメッセージを受信。 

• テストモードでメッセージエラーが発生。ただし、テストモード中にメッセージオーバロード条
件が発生しても、本ビットはセットされません。 

0：イベントトリガモード（テストモードを含む）でタイマ（TCNTR）オーバランが発生してい

ない 

タイムトリガモード（テストモードを含む）で Next_is_Gap付きタイムリファレンスメッセ

ージを受信していない 

テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：［セット条件］イベントトリガモード（テストモードを含む）でタイマ（TCNTR）オーバラ

ンが発生し、H'FFFFから H'0000に変化 

タイムトリガモード（テストモードを含む）で Next_is_Gap付きタイムリファレンスメッセ

ージを受信 

テストモードでメッセージエラーが発生 

10 IRR10 0 R/W スタートシステムマトリックス割り込み 

次のシステムマトリックスが開始したことを示します。CCR=0のとき、タイムリファレンスメッ

セージの送信／受信完了時に本ビットがセットされます。CMAX=0の場合は、本割り込みはサイク

ルカウント（Basic Cycle）ごとにセットされます。 

0：新しいシステムマトリックスの先頭でない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：サイクルカウンタが 0になった 

［セット条件］CMAX≠B'111かつ CCR=0のとき、タイムリファレンスメッセージの送信／受信

が完了 

8 IRR8 0 R メールボックスエンプティ割り込みフラグ 

送信用に設定されたメッセージの 1つが正常に送信（対応する TXACKフラグがセット）または送

信アボート（送信キャンセルが実行されたメッセージに対応する ABACKフラグがセット）される

と、本ビットがセットされます。 

このときイベントトリガモードでは、対応する TXPRがクリアされ、メールボックスが次の送信用

のメッセージデータを受け入れられるようになります。 

タイムトリガモードでは、プログラムされたサイクルカウント（Basic Cycle）ごとの送信を続ける

ため、メールボックス 24～30の TXPRは送信完了後にクリアされません。 

実際には、本ビットはMBIMRフラグによってマスクされていない TXACKと ABACKビットの OR

を取った信号によってセットされます。したがって、すべての TXACKおよび ABACKビットがク

リアされると、本ビットは自動的にクリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1

を書き込むことでもクリアできます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：送信または送信キャンセルするメッセージが処理中でない 

［クリア条件］すべての TXACKおよび ABACKビットがクリアまたは、 

セットされたすべてのTXACKおよびABACKビットに対応するMBIMRがセット

1：メッセージが送信または送信アボート（送信キャンセル）され、次のメッセージの格納が可

能となった（タイムトリガモードでは、メールボックス 24～30はアボート時のみ次のメッセ

ージを格納可能） 

［セット条件］TXACKまたは ABACKビットがセットされたとき（対応するMBIMR＝0の場合）
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<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 IRR13 0 R/W タイマオーバラン割り込み／     メッセージエラー割り込み 

本割り込みは RCANのモードにより異なった意味を持ち、以下の状態を示します。 

• イベントトリガモード（テストモードを含む）で動作中、タイマ（TCNTR）オーバランが発生。

      
• テストモードでメッセージエラーが発生。ただし、テストモード中にメッセージオーバロード条
件が発生しても、本ビットはセットされません。 

0：イベントトリガモード（テストモードを含む）でタイマ（TCNTR）オーバランが発生してい

ない 

          

テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：［セット条件］イベントトリガモード（テストモードを含む）でタイマ（TCNTR）オーバラ

ンが発生し、H'FFFFから H'0000に変化 

           

テストモードでメッセージエラーが発生 

10 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 IRR8 0 R メールボックスエンプティ割り込みフラグ 

送信用に設定されたメッセージの 1つが正常に送信（対応する TXACKフラグがセット）または送

信アボート（送信キャンセルが実行されたメッセージに対応する ABACKフラグがセット）される

と、本ビットがセットされます。 

このときイベントトリガモードでは、対応する TXPRがクリアされ、メールボックスが次の送信用

のメッセージデータを受け入れられるようになります。 

             

実際には、本ビットはMBIMRフラグによってマスクされていない TXACKと ABACKビットの OR

を取った信号によってセットされます。したがって、すべての TXACKおよび ABACKビットがク

リアされると、本ビットは自動的にクリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1

を書き込むことでもクリアできます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：送信または送信キャンセルするメッセージが処理中でない 

［クリア条件］すべての TXACKおよび ABACKビットがクリアまたは、 

セットされたすべてのTXACKおよびABACKビットに対応するMBIMRがセット

1：メッセージが送信または送信アボート（送信キャンセル）され、次のメッセージの格納が可

能となった 

            

［セット条件］TXACKまたは ABACKビットがセットされたとき（対応するMBIMR＝0の場合）

 

 

27.p22-49,p22-50 「22.5.5 割り込みマスクレジスタ(IMR)」「IMR10」及びビット配置図に関する記述訂正 

<訂正前(ビット配置図)> 

 
 

<訂正後(ビット配置図)> 

 
 

<訂正前> 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 IMR[15:0] すべて 1 R/W IRR[15:0]の各ビットに対応する割り込み要因マスク 

本ビットをセットすると、IRRの対応するビットがセットされてもその割り
込み信号は生成されません。 

0：対応する IRRをマスクしない（割り込み要因が発生すると IRQが生成
される） 

1：IRRの対応する割り込みをマスクする 

 

<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 IMR[15:11] すべて 1 R/W IRR[15:11]の各ビットに対応する割り込み要因マスク 

本ビットをセットすると、IRRの対応するビットがセットされてもその割り
込み信号は生成されません。 

0：対応する IRRをマスクしない（割り込み要因が発生すると IRQが生成
される） 

1：IRRの対応する割り込みをマスクする 

10 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値は常に 1にしてください。 

9～0 IMR[9:0] すべて 1 R/W IRR[9:0]の各ビットに対応する割り込み要因マスク 

本ビットをセットすると、IRRの対応するビットがセットされてもその割り
込み信号は生成されません。 

0：対応する IRRをマスクしない（割り込み要因が発生すると IRQが生成
される） 

1：IRRの対応する割り込みをマスクする 

 

28. p22-52 「22.6.1 送信待ちレジスタ 1、0 (TXPR1、TXPR0)」説明文 3 段落目に関する記述訂正 

<訂正前> 

イベントトリガモードでは、メッセージが正常に送信された後または TXCR からの送信アボートが行われた後、RCAN は対応

する送信待ちフラグをクリアします。タイムトリガモードでは、プログラムされたサイクルカウント（Basic Cycle）ごとの送

信を続けるため、メールボックス 30～24 の TXPR は送信完了後にクリアされません。TXPR のフラグは、CAN ノードがアー

ビトレーションに負けたり CAN バス上にエラーが発生したために、メッセージが送信されなかった場合はクリアされません。

このとき対応するメールボックスのメッセージコントロールフィールドの DART（自動再送信無効）ビットがセットされていな

ければ、RCAN は自動的に再送信を試みます。DART がセットされていると送信はクリアされ、メールボックスエンプティ割

り込みフラグ（IRR8）とアボートアクノリッジレジスタ（ABACK）の対応するビットによって CPU に通知されます。 

 

<訂正後> 

イベントトリガモードでは、メッセージが正常に送信された後または TXCR からの送信アボートが行われた後、RCAN は対応

する送信待ちフラグをクリアします。     TXPR のフラグは、CAN ノードがアービトレーションに負けたり CAN バス

上にエラーが発生したために、メッセージが送信されなかった場合はクリアされません。このとき対応するメールボックスのメ

ッセージコントロールフィールドの DART（自動再送信無効）ビットがセットされていなければ、RCAN は自動的に再送信を

試みます。DART がセットされていると送信はクリアされ、メールボックスエンプティ割り込みフラグ（IRR8）とアボートア

クノリッジレジスタ（ABACK）の対応するビットによって CPU に通知されます。 

 

29. p22-61 「表 22.11 RCAN のタイマレジスタの構成」の「CMAX_TEW」,「RFTROFF」,「CCR」,「RFMK」,「TTTSEL」

削除 

<訂正前> 

レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 H'080 16 
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レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

サイクルマキシマム／Tx_Enable_Windowレジスタ CMAX_TEW H'084 16 

リファレンストリガオフセットレジスタ RFTROFF H'086 16 

タイマステータスレジスタ TSR H'088 16 

サイクルカウンタレジスタ CCR H'08A 16 

タイマカウンタレジスタ TCNTR H'08C 16 

サイクルタイムレジスタ CYCTR H'090 16 

リファレンスマークレジスタ RFMK H'094 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 0 TCMR0 H'098 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 1 TCMR1 H'09C 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 2 TCMR2 H'0A0 16 

送信トリガタイムセレクトレジスタ TTTSEL H'0A4 16 

 

<訂正後> 

レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

タイムトリガコントロールレジスタ 0 TTCR0 H'080 16 

                       

                       

タイマステータスレジスタ TSR H'088 16 

                       

タイマカウンタレジスタ TCNTR H'08C 16 

サイクルタイムレジスタ CYCTR H'090 16 

                       

タイマコンペアマッチレジスタ 0 TCMR0 H'098 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 1 TCMR1 H'09C 16 

タイマコンペアマッチレジスタ 2 TCMR2 H'0A0 16 

                       

 

30.p22-62,p22-63 「22.7.1 タイムトリガコントロールレジスタ 0 (TTCR0)」のビット配置図、ビット 14,ビット 5～0 に関する

記述訂正 

<訂正前(ビット配置図)>  

 
 

<訂正後(ビット配置図)> 

  
 

<訂正前> 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 TCR14 0 R/W タイムスタンプ値 

メールボックス 15～0の送信および受信用タイムスタンプとして、サイクル

タイム（CYCTR）を使用するか CCR[5:0] +CYCTR[15:6]を使用するか指定し

ます。本機能は、タイムトリガモードで Rx_Triggerをモニタするのに便利で

す。 

本レジスタはメールボックス 30および 31のタイムスタンプには影響しませ

ん。 

0：メールボックス 15～0のタイムスタンプに CYCTR[15:0]を使用 

1：メールボックス 15～0のタイムスタンプに CCR[5:0] + CYCTR[15:6]を

使用 

5～0 TPSC5～

TPSC0 

すべて 0 R/W タイマプリスケーラ 

本ビットの設定により、タイマのソースクロック（4×[RCANのシステムクロ

ック]）を分周して使用することができます。プリスケーラはイベントトリガ

モードでのみ有効です。TTCANモードで（CMAX≠B'111）は、自動的に 1ビ

ットタイミング（=CANバス上の 1ビット長）が TCNTRのソースクロック

として選択されます。 

ソースクロック周期とタイマ周期の関係を以下に示します。 

000000：1X ソースクロック 

000001：2X ソースクロック 

000010：3X ソースクロック 

000011：4X ソースクロック 

000100：5X ソースクロック 

： 

111111：64X ソースクロック 

 

<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。1

を書き込んだ場合の動作は保証しません。 

5～0 TPSC5～

TPSC0 

すべて 0 R/W タイマプリスケーラ 

本ビットの設定により、タイマのソースクロック（4×[RCANのシステムクロ

ック]）を分周して使用することができます。プリスケーラはイベントトリガ

モードでのみ有効です。      

ソースクロック周期とタイマ周期の関係を以下に示します。 

000000：1X ソースクロック 

000001：2X ソースクロック 

000010：3X ソースクロック 

000011：4X ソースクロック 

000100：5X ソースクロック 

： 

111111：64X ソースクロック 
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31.p22-64,p22-65 「22.7.2 サイクルマキシム/Tx_Enable_Window レジスタ (CMAX_TEW)」の削除 

<訂正前> 

22.7.2 サイクルマキシム/Tx_Enable_Window レジスタ (CMAX_TEW) 

CMAX_TEW は、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
  (中略)… 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 TEW[3:0] 0000 R/W Tx_Enable_Window 

Tx_Enable_Window幅を設定します。 

TEW=B'0000のとき、ウィンドウ幅は 1ビットタイミングとなります。 

B'0000～B'1111のすべての値を設定することができます。 

0000：Tx_Enable_Window幅=1 

0001：Tx_Enable_Window幅=2 

0010：Tx_Enable_Window幅=3 

0011：Tx_Enable_Window幅=4 

： 

1111：Tx_Enable_Window幅=16 

【注】 RCANの CANデータリンクコントローラは、送信リクエストから送信

を開始するのに常にCANバス 1～2ビットタイミングを必要とします。

したがって、上記の値はこの精度を考慮していません。 

 

<訂正後> 

22.7.2 の全文、表・図を削除 
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32.p22-65 「22.7.3 リファレンストリガオフセットレジスタ（RFTROFF）」の削除 

<訂正前> 

22.7.3  リファレンストリガオフセットレジスタ（RFTROFF） 

RFTROFF は、8 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

メールボックス 30 の送信トリガタイム（TTT）に-127～+127 までオフセットを設定することができます。メールボックス 30

の TTT は、RFTROFF レジスタ値の符号拡張値を付加した後、CYCTR と比較されます。 

ただし、TTT の値は変更されません。本オフセット値はメールボックス 30 にのみ影響します。 
 

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 RFTROFF 

[7:0] 

すべて 0 R/W リファレンストリガオフセット値を示します。 

00000000：ref_trigger_offset =+0 

00000001：ref_trigger_offset =+1 

00000010：ref_trigger_offset =+2 

： 

01111111：ref_trigger_offset =+127 

： 

11111111：ref_trigger_offset =-1 

11111110：ref_trigger_offset =-2 

： 

10000001：ref_trigger_offset =-127 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

<訂正後> 

22.7.3 の全文、表・図を削除 
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33. p22-66,p22-68 「22.7.4 タイマステータスレジスタ (TSR)」のビット配置図ビット 4,ビット 0 に関する記述訂正 

<訂正前(ビット配置図)> 

 
 

<訂正後(ビット配置図)> 

 
 

<訂正前> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

4 TSR4 0 R* スタートシステムマトリックス 

次のシステムマトリックスが開始したことを示します。 

CCR=0のとき、本ビットはタイムリファレンスメッセージの送信／受信完了

時にセットされます。 

0：次のシステムマトリックスの先頭でない 

［クリア条件］ 

IRR10（サイクルカウンタオーバフロー割り込みフラグ）に 1を書き込む 

1：サイクルカウンタが 0になった 

［セット条件］ 

サイクルカウンタの値が最大値（CMAX）から H'0に変化 

CMAX≠B'111かつ CCR=0のとき、タイムリファレンスメッセージの送信

／受信が完了 

0 TSR0 0 R* タイマオーバラン／Next_is_Gap受信／メッセージエラー 

本フラグは 3つの異なる機能が割り付けられています。イベントトリガモー

ドで動作中にタイマオーバランが発生、タイムトリガモードで動作中に

Next_is_Gapがセットされたタイムリファレンスメッセージを受信、および

テストモード中に CANバス上で検出されたエラーが発生したことを示しま

す。テストモードは他の設定よりも高い優先度を持ちます。 

0：イベントトリガモードでタイマ（TCNTR）オーバランが発生していな

い 

タイムトリガモードで Next_is_Gap付きタイムリファレンスメッセージを

受信していない 

テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］ 

IRR13に 1を書き込む 

1：［セット条件］ 

イベントトリガモードでタイマ（TCNTR）オーバランが発生し、H'FFFF

から H'0000に変化 

タイムトリガモードで Next_is_Gap付きタイムリファレンスメッセージを

受信 

テストモードでメッセージエラーが発生 
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<訂正後> 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 TSR0 0 R* タイマオーバラン／     メッセージエラー 

本フラグは 2つの異なる機能が割り付けられています。イベントトリガモー

ドで動作中にタイマオーバランが発生、     およびテストモード中に

CANバス上で検出されたエラーが発生したことを示します。テストモードは

他の設定よりも高い優先度を持ちます。 

0：イベントトリガモードでタイマ（TCNTR）オーバランが発生していな

い 

      

テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］ 

IRR13に 1を書き込む 

1：［セット条件］ 

イベントトリガモードでタイマ（TCNTR）オーバランが発生し、H'FFFF

から H'0000に変化 

      

テストモードでメッセージエラーが発生 

 

34. p22-69 「22.7.5 サイクルカウンタレジスタ (CCR)」の削除 

<訂正前> 

22.7.5 サイクルカウンタレジスタ (CCR) 

CCR は、6 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

タイムトリガ送信のサイクルカウント値（Basic Cycle）を表示するためのレジスタです。 

CCR の値は、RCAN がポテンシャルタイムマスタとして動作するか、タイムスレーブとして動作するかにより、更新方法が変

わります。CCR は以下のように更新されます。 

(中略)… 
 

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

5～0 CCR[5:0] すべて 0 R/W サイクルカウンタレジスタ 

タイムトリガ送信用マトリックスサイクルの現在のサイクルカウント数を示

します。 

 

<訂正後> 

22.7.3 の全文、表・図を削除 
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35. p22-70 「22.7.6 タイマカウンタレジスタ (TCNTR)」の記述訂正 

<訂正前> 

TCNTR は、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

TCNTR はフリーランニングタイマカウンタです。TTCR0[15]=1 に設定することでタイマがカウントします。 

タイマカウンタのプリスケーラは、RCAN のトリガモードにより変わります。 

• イベントトリガモード時（CMAX＝B'111）：TTCR0[5:0]のTPSC値 

• タイムトリガモード時  （CMAX≠B'111）：CANバス1ビットタイミング 
 
TTCR0[6]=1 を設定時、TCNTR の値がタイマコンペアマッチレジスタ 0（TCMR0）と一致すると、TCNTR は H'0000 にクリ

アされカウントアップします。 

タイムトリガモードでは、TCNTR はローカルタイム（Local time）として使用します。したがって、TTCR0[6]=0 に設定して

フリーランニングタイマとして動作させます。 

【注】 1. TTCR0[15]=0の場合、TCNTRは常に H'0000です。 

 (中略)… 

【注】 * 本レジスタへの書き込みは、タイマイネーブル設定（TTCR0[15]=1）されたときのみ可能です。 

タイムトリガモード（CMAXが B'111以外）では、書き込みは禁止です。 

 

<訂正後> 

TCNTR は、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

TCNTR はフリーランニングタイマカウンタです。TTCR0[15]=1 に設定することでタイマがカウントします。 

タイマカウンタのプリスケーラは、      

     TTCR0[5:0]の TPSC 値です。 

      

TTCR0[6]=1 を設定時、TCNTR の値がタイマコンペアマッチレジスタ 0（TCMR0）と一致すると、TCNTR は H'0000 にクリ

アされカウントアップします。 

      

【注】 1. TTCR0[15]=0の場合、TCNTRは常に H'0000です。 

(中略)… 

【注】 * 本レジスタへの書き込みは、タイマイネーブル設定（TTCR0[15]=1）されたときのみ可能です。 

                

 

36.p22-70 「22.7.7 サイクルタイムレジスタ (CYCTR)」の記述訂正 

<訂正前> 

CYCTR は、サイクルタイムを示す 16 ビットの読み出し専用レジスタです。 

Cycle_Time（CYCTR）＝Local_Time（TCNTR）－Reference_Mark（RFMK） 

イベントトリガモードでは、RFMK は 0 に固定されるので本レジスタは TCNTR のコピーとなります。 

 

<訂正後> 

     本レジスタは TCNTR のコピーとなります。 
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37. p22-71 「22.7.8 リファレンスマークレジスタ (RFMK)」の削除 

<訂正前> 

RFMK は、16 ビットの読み出し専用レジスタです。リファレンスメッセージが正常に送信または受信されたときに、リファレ

ンスメッセージの SOF におけるローカルタイム（TCNTR）をキャプチャするためのレジスタです。イベントトリガモードでは

本レジスタは使用せず、常に 0 にクリアされます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RFMK[15:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RFMK[15:0] H'0000 R リファレンスマークレジスタ 

タイムリファレンスメッセージの SOFにおける TCNTRの値を示します。 

 

<訂正後> 

22.7.8 の全文、表・図を削除 

 

38.p22-71 「22.7.9 タイマコンペアマッチレジスタ 0～2 (TCMR0～2)」説明文中、第 3 段落目記述訂正 

<訂正前> 

TCMR0 は TCNTR と比較し、TCMR1 と TCMR2 は CYCTR と比較します。各コンペアマッチレジスタの比較値はそれぞれ独

立に設定することができます。コンペアマッチのフラグをセットするには、TTCR0 のビット 12～10 をセットする必要があり

ます。タイムトリガモードでは、TMCR0 は Init_Watch_Trigger、TCMR2 は Watch_Trigger に使用します。 

 

<訂正後> 

TCMR0 は TCNTR と比較し、TCMR1 と TCMR2 は CYCTR と比較します。各コンペアマッチレジスタの比較値はそれぞれ独

立に設定することができます。コンペアマッチのフラグをセットするには、TTCR0 のビット 12～10 をセットする必要があり

ます。      
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39. p22-73 「22.7.10 送信トリガタイムセレクトレジスタ (TTTSEL)」の削除 

<訂正前> 

TTTSEL は、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、サイクルタイムとコンペアマッチさせる送信トリガタイムを

指定します。1 ビットのみセットできます。複数のビットをセットしないでください。また、すべてのビットをクリアしないで

ください。本レジスタは、コンフィギュレーションモードでのみ変更することができます。変更時のアルゴリズムを図 22.14 に

示します。 

 (中略)… 

 

CYCTR＝TTT24 
または
MBC[24]≠B'000

MB24

CYCTR＝TTT25 
または
MBC[25]≠B'000

MB25

CYCTR＝TTT26
または
MBC[26]≠B'000

MB26

CYCTR＝TTT27 
または
MBC[27]≠B'000

MB27

リファレンスメッセージの送信／受信

CYCTR＝TTT28 
または
MBC[28]≠B'000

MB28

CYCTR＝TTT29 
または
MBC[29]≠B'000

CYCTR＝TTT30、MBC[30]≠B'000、
リファレンスメッセージの受信のいずれか

MB29

リセット

MB30

 

図 22.14 TTTSEL変更アルゴリズム 

 

<訂正後> 

22.7.10 の全文、表・図を削除 
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40. p22-75 「図 22.15 リセットシーケンス 図中」及び「【注】*4」の”送信トリガタイム”の削除 

<訂正前> 
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<訂正後> 
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41. p22-79 「表 22.12 アクセス可能なレジスタ」の記述訂正、”メールボックス(トリガタイム、TT コントロール)”列削除 

<訂正前> 

レジスタ ステータス 

モード MCR、 

GSR 

IRR、 

IMR 

BCR MBIMR 

タイマ 

TTレジ

スタ 

フラグ 

レジスタ

メール 

ボックス

（コント

ロール 0、

LAFM） 

メール 

ボックス 

（データ）

メール 

ボックス

（コント

ロール 1）

メール 

ボックス 

（トリガ 

タイム、 

TTコント

ロール） 

リセット Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

… … … … … … … … … … 

CAN 

スリープ 

モード 

Yes Yes No No No No No No No 

 

<訂正後> 

レジスタ ステータス 

モード MCR、 

GSR 

IRR、 

IMR 

BCR MBIMR 

タイマ 

   

フラグ 

レジスタ

メール 

ボックス

（コント

ロール 0、

LAFM） 

メール 

ボックス 

（データ）

メール 

ボックス

（コント

ロール 1）

   

リセット Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes    

… … … … … … … … …    

CAN 

スリープ 

モード 

Yes Yes No No No No No No    
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42.p22-84～p22.91 「22.8.3 メッセージ送信シーケンス」の(3),(4),(5),(6),(7),(8),(9),(10)削除 

<訂正前> 

 (3) タイムトリガ送信 

RCAN は、ISO-11898-4 TTCAN Level 1 の仕様に準拠したタイムトリガモード通信を、ハードウェアでサポートしています。 

 (中略)… 

(4) 各レジスタの役割 

RCAN のユーザレジスタを使用して、TTCAN 規格が要求する主な機能を扱うことができます。 

(中略)… 

(5) タイムマスタ／タイムスレーブ 

RCAN は、ネットワークのポテンシャルタイムマスタまたはタイムスレーブとして動作するように設定することができます。

各モードに必要な設定と RCAN が自動的に行う処理を下記の表に示します。 

(中略)… 

(6) 送信トリガタイムの設定 

送信トリガタイム（TTT）は、以下に示すように昇順に設定してください。TTT 間の差分は、次の式を満たす必要があります。

式中の TEW はレジスタ値です。 

(中略)… 

(7) ソフトウェアで実装する機能 

TTCAN の機能には、ソフトウェアで実装する必要のあるものがあります。主な機能を以下に示します。詳細は ISO-11898-4

を参照してください。 

(中略)… 

(8) メッセージステータスカウント 

エクスクルーシブウィンドウの定周期メッセージに関するスケジュールエラーを、ソフトウェアでカウントする必要があります。 

(9) タイムトリガ通信のメッセージ送信リクエスト 

タイムトリガモードを使用する場合、ISO11898-4 の要求事項を満たさなければなりません。 

以下の手順を行ってください。 

(中略)… 

(10) タイムトリガシステムの例 

タイムスレーブモードの RCAN を使用して、タイムトリガシステムが動作する簡単な例を図 22.24 に示します。 

(中略)… 

タイムトリガ送信を無効にするには、MBC を B'111 に設定します。RCAN がタイムマスタの場合、MBC[30]=B'000 としなけ

ればはらず、タイムリファレンスウィンドウは自動的にアービトレイティングウィンドウと認識されます。 

 

<訂正後> 

(3)～(10)までの全文、表・図を削除 
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43.p22-91,p22-92 「22.8.3 メッセージ送信シーケンス」の(11)の記述訂正及び、図 22.25 (3),(4),(5)削除 

<訂正前> 

(11)  タイマ動作 

図 22.25 にタイマのタイミング図を示します。送信トリガタイム=n と設定すると、タイムトリガ送信は、CYCTR=n+2 から

CYCTR=n+3 の間に開始します。 

 

図 22.25 タイマのタイミング図 

 

マージドアービトレイティングウィンドウ内では、イベントトリガ送信はタイマトリガ送信完了後に処理されます。たとえば、

メールボックス 25 の送信が完了したときに CYCTR が TTT26 に到達していないと、MCR2 で指定したメッセージ送信の優先

順位により、イベントトリガ送信が開始します。タイマトリガ送信の TXPR は送信完了後にクリアされませんが、イベントト

リガ送信の TXPR は送信完了後にクリアされます。 

マージドアービトレイティングウィンドウを閉じるメールボックスの TXPR がセットされない場合は、そのメールボックスの

TTT の後に続く TEW の最後でマージドアービトレイティングウィンドウが閉じます。 
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表 22.6 を参照してください。 

 

<訂正後> 

(3) タイマ動作 

図 22.15 にタイマのタイミング図を示します。      

 
図 22.15 タイマのタイミング図 
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44. p22-97 「表 22.15 RCAN0、RCAN1 の割り込み要因」の”スタートシステムマトリックス”(IRR10)の削除、IRR13

の”Next_is_Gap/”の削除 

<訂正前> 

モジュール名 種類 割り込み要因 割り込みフラグ（IRRレ

ジスタ） 

エラーパッシブ（TEC≧128または REC≧128） IRR5 

バスオフ（TEC≧256）／バスオフからの復帰 IRR6 

送信エラーワーニング（TEC≧96） IRR3 

エラー処理 

受信エラーワーニング（REC≧96） IRR4 

リセット／ホルト／CANスリープ遷移 IRR0 

オーバロードフレーム送信 IRR7 

未読メッセージのオーバライト（オーバラン） IRR9 

スタートシステムマトリックス IRR10 

TCMR2コンペアマッチ IRR11 

CANスリープ中 CANバス動作の検出 IRR12 

タイマオーバラン／Next_is_Gap／メッセージエラー IRR13 

TCMR0コンペアマッチ IRR14 

オーバラン処理 

TCMR1コンペアマッチ IRR15 

データフレーム受信 IRR1*2 メールボックス 0 

受信（MB0）*3） リモートフレーム受信 IRR2*1 

データフレーム受信 IRR1*2 メールボックス 1～31 

受信（MB1～MB31）*4 リモートフレーム受信 IRR2*1 

RCAN0 

RCAN1共通 

メールボックス処理 

メッセージの送信／送信取り消し（スロットエンプティ） IRR8 

 

<訂正後> 

モジュール名 種類 割り込み要因 割り込みフラグ（IRRレ

ジスタ） 

エラーパッシブ（TEC≧128または REC≧128） IRR5 

バスオフ（TEC≧256）／バスオフからの復帰 IRR6 

送信エラーワーニング（TEC≧96） IRR3 

エラー処理 

受信エラーワーニング（REC≧96） IRR4 

リセット／ホルト／CANスリープ遷移 IRR0 

オーバロードフレーム送信 IRR7 

未読メッセージのオーバライト（オーバラン） IRR9 

            

TCMR2コンペアマッチ IRR11 

CANスリープ中 CANバス動作の検出 IRR12 

タイマオーバラン／     メッセージエラー IRR13 

TCMR0コンペアマッチ IRR14 

オーバラン処理 

TCMR1コンペアマッチ IRR15 

データフレーム受信 IRR1*2 メールボックス 0 

受信（MB0）*3） リモートフレーム受信 IRR2*1 

データフレーム受信 IRR1*2 メールボックス 1～31 

受信（MB1～MB31）*4 リモートフレーム受信 IRR2*1 

RCAN0 

RCAN1共通 

メールボックス処理 

メッセージの送信／送信取り消し（スロットエンプティ） IRR8 

 

 

 

以上 


